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「医療費通知書」を確認しましょう
日立健保では、毎月「医療費 通知書」を発行しています。

医療費にも、
コスト意識が
必要です
　医療機関等の窓口で保険証を
提示して3,000円を支払った場合、
実際には10,000円の医療費がか
かっており、残りの7,000円は、
みなさまが納めた保険料を財源
とする健康保険から支払われて
います（自己負担割合が3割の方
の場合）。

　日立健保では、こうした医療費
について関心をもっていただき、
また診療内容に誤りがないか
確認していただくために、毎月
「医療費通知書」を発行しています。

　医療費通知書が届いたら、お手
元の領収書と照らし合わせて確認
しましょう。

受診した覚えのないものが
記載されていたら
　「医療費通知書」に記載されている内容に「受診した覚えのないもの」
があったり、受診した覚えがあっても「記載されている金額が領収書と
大きく違っている」といった場合は、日立健保にご連絡ください。
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注 意 点
●医療費は、原則として受診した3 ヶ月後の医療費通知書に記載されます。
　ただし、医療機関の請求が遅れた場合や、審査機関が行う請求内容の審査により、記載が遅れ

ることがあります。
●審査機関の審査によって医療費が減額された場合、医療費通知書には減額後の金額が記載され

ます。この場合、給付金も減額後の受診者窓口負担額に基づいて算出されます。
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お問い合わせ先 給付課　☎ 03-4554-3030


